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衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
の
危
険
性
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
の
危
険
性
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

海
外
の
駐
車
場
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
て
い
な
い
。 

 
 

御
指
摘
の
「
地
下
駐
車
場
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備

に
つ
い
て
は
、
二
酸
化
炭
素
を
用
い
る
こ
と
に
よ
る
危
険
性
を
考
慮
し
、
消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七

号
）
第
十
三
条
及
び
第
十
六
条
並
び
に
消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）
第
十
九
条
に
お
い
て
、
必

要
な
技
術
基
準
（
以
下
「
消
火
設
備
の
技
術
基
準
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
と
と
も
に
、
「
全
域
放
出
方
式
の
二
酸
化
炭
素

消
火
設
備
の
安
全
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（
平
成
九
年
八
月
十
九
日
付
け
消
防
予
第
百
三
十
三
号
・
消

防
危
第
八
十
五
号
消
防
庁
予
防
課
長
及
び
消
防
庁
危
険
物
規
制
課
長
連
名
通
知
）
に
お
い
て
、
安
全
対
策
上
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
（
以
下
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
）
を
示
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
常
時
人
が
い
な
い
昇
降
機
等
の
機
械
装
置
に

よ
り
車
両
を
駐
車
さ
せ
る
構
造
の
駐
車
場
に
お
い
て
、
消
火
設
備
の
技
術
基
準
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
必
要
な
安
全
対

策
が
講
じ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
は
有
効
な
消
火
設
備
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

御
質
問
の
「
人
の
立
ち
入
ら
な
い
場
所
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
消
火
設
備
の
技
術
基

準
に
お
い
て
、
常
時
人
が
い
な
い
部
分
以
外
の
部
分
に
は
、
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
は
設
け
て
は
な
ら
な
い
こ
と

と
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
「
不
定
期
で
あ
っ
て
も
人
が
立
ち
入
る
場
所
に
・
・
・
消
火
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
」
に
関
す
る
お
尋
ね
に
つ
い

て
は
、
消
火
設
備
の
技
術
基
準
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
必
要
な
安
全
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
安
全
上
の
問
題

は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
今
回
の
事
故
を
踏
ま
え
、
安
全
対
策
の
徹
底
等
に
つ
い
て
注
意
喚
起
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
た
、
一
層
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

「
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
が
い
ま
だ
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
」
及
び
「
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
の
対

象
か
ら
二
酸
化
炭
素
を
外
す
必
要
は
な
い
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
消
火
設
備
の
技
術
基
準
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基

づ
き
必
要
な
安
全
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
は
有
効
な
消
火
設
備
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
直
ち
に
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
の
対
象
か
ら
外
す
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
今
回
の
事
故
を
踏
ま

え
、
一
層
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 



 

３ 

 

四
に
つ
い
て 

 
 

「
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
は
早
急
に
禁
止
す
る
必
要
は
な
い
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
二
酸
化
炭
素
を

用
い
た
消
火
設
備
に
つ
い
て
は
、
通
常
、
火
災
時
に
の
み
二
酸
化
炭
素
が
放
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
設
備

の
設
置
に
よ
る
地
球
温
暖
化
を
も
た
ら
す
効
果
は
限
定
的
で
あ
り
、
設
置
を
禁
止
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

な
お
、
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
と
二
酸
化
炭
素
以
外
の
ガ
ス
を
用
い
た
消
火
設
備
を
比
較
し
た
場
合
に
、
地
球

温
暖
化
対
策
の
観
点
か
ら
、
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
が
必
ず
し
も
問
題
の
あ
る
消
火
設
備
で
あ
る
と
は
い
え
な
い

も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 


